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2020（令和 2）年度 第 5 弾 就活クエスト in OSAKA（おおさか就 Que） 

 実施報告 

 
事業趣旨： 

コロナ禍の影響により、実地を伴うインターンシップ事業が一律中止となったなか、Zoomや Slack といった

オンラインツールを活用した新しい形のプログラムを試行する。 

オンラインの特性を生かし、在阪企業（団体）の様々な業界で活躍する人々と学生との出会いの場を設け、

その業界について学び、また新しいビジネスアイデアを共に考えることを通じて、学生の業界に対する関心

や就業意識を高めることを目的とする。 

 

テ ー マ ：  「キミは本当の地方公務を知っているか？！」  

実 施 日 ：  2020（令和 2）年 11月 6日（金）  

実施場所 ：  オンライン（Zoomにて） 

講 師 ：  熊取町 総務部 人事課 課長 橘 和彦氏、総務課 ｸﾞﾙｰﾌﾟ長 片岡 涼子氏 

※プログラム実施にあたり、従来のインターンシップ受入先に協力を仰ぎ、講師派遣を依頼。 

ファシリテーター： 大阪学院大学 キャリアセンター 課長代理 南 智幸氏 

            （大学コンソーシアム大阪 インターンシップ部会 推進委員） 

参加学生数： 5大学 11名 

   (大学別) 大阪市立大学 3名/大阪経済法科大学 2名/大阪女学院大学 2名/四天王寺大学 2名 

 相愛大学 2名 

企画・運営 ： 大学コンソーシアム大阪 インターンシップ部会 推進委員会 

 

プログラム概要： 

日程・場所 プログラム 内容 

11月 6日（金） 

15：00～17：00 

Zoomにて 

オンラインミーティング 

 

・プログラムの趣旨説明 

ミニ講演  熊取町 総務部 

人事課 課長 橘 和彦氏 

総務課 ｸﾞﾙｰﾌﾟ長 片岡 涼子氏 

・グループ討議 

テーマ： 

1. 講演を聞く前と聞いた後では「公務員」のイメージは

どう変わった？  

2. 就活、そして働くことのイメージは？仕事に何を求め

るか？ 

・講評＆クロージング 
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オンラインミーティングの様子： 

 

 

 

 

参加者アンケート: 

別紙のとおり 



1.満足度

満足 8

概ね満足 1

満足できない点があった 0

不満 0

「満足」と回答

「概ね満足」と回答

変わった 5

変わらない 3

わからない 1

４.変化の理由

「変わった」と回答

おおさか就活クエスト　第5弾　参加者アンケート

参加者数　5大学11名　（うち　回答者数　9名）

3.考え方は変わったか

・公務員についてもっと積極的に調べたいと思った。

●オンラインミーティングについて

2.満足度の理由

●就職活動や進路選択にあたって

・公務員についてのイメージが固まったから。

・今まで知らなかったことをたくさん知れたし、就活生の状況なども聞けたから。

・初のセミナー参加であったが、雰囲気もよく、話もためになったため。

・行政について深く知ることがてき、また、働くとはどういう事なのかについて知り今後の自分の働き方について参考
になったため。

・地方公務員の知らないことを多く勉強することができました。

・違う大学の学生さんと交流する機会が滅多にないので、すごく刺激をもらえたから。

・地方行政の業務内容を現職の人から詳しい説明を受けることができたことやそれに対して他大学の人と意見を交
わすことができた点に満足しました。

・公務の仕事について知らなかった知識などを得ることが出来たから。

・就職活動や働くこと自体に対して負のイメージがあったのですが、今回お話頂いた行政の方々が楽し気に仕事につ
いて話されていたのを見て自分の中の働くことに対するイメージが少し前向きになりました。また最後のまとめのお話
からさらに積極的に就職活動に関するプログラム等に参加しようと思いました。

・1回生や、2回生の方が多く私も頑張ろうと刺激を受けた。

・希望する自治体に積極的にその自治体について聞こうと思いました。

・憂鬱だなと感じていたのですが、今は前向きに捉えられるようになりました。
自分と向き合って、仕事についてもよく調べて、しっかり考えていこうと思います。

88.9%

11.1%

満足度（オンラインミーティング）

満足

概ね満足

55.6%33.3%

11.1%考え方の変化

変わった

変わらない

わからない



5．満足度

満足 6

概ね満足 3

満足できない点があった 0

不満 0

６.上記と回答した理由

「満足」と回答

「概ね満足」と回答

オンライン 6

オンライン、実地問わず 3

実地で 0

「オンライン」と回答

「オンライン、実地問わず」と回答

・オンラインでの開催は手軽で遠方からでも参加しやすいのでこれからも参加していきたいです。
ただ、やっぱり人と直接会って話をしたり聞いたりすることで分かる空気感などもあると思いますので、いつか実地開
催にも参加できればと考えています。

8.上記と回答した理由

・手軽に参加できるから。

・知る機会というのが例年に比べて少ないので、こういう機会があるのは有り難いから。

●熊取町との交流について

・今まで知らなかった生の声を聞くことができたから。

７.今後希望する参加形式

・普段お話を聞くことのできない方と交流できたから。

・自宅が遠方にあるため対面での参加よりオンラインの方が参加しやすいため

・コロナ感染に対する恐怖心があるから。

・一人一人の表情が見やすいから

・地方行政に対して、「上下関係が厳しい。」、「同じ業務を定年まで繰り返す。」等の私が勝手に想像していたイメー
ジを払拭できたことやいままで知らなかった多岐にわたる地方行政の仕事の内容や現在の地方行政への就職の状
況を現場に携わる人から直接お話をきくことができたから。

・仕事をするということの大変さや、続けると言う事について学べたから。

・実際に役場で働く方の話を聞くのは初めてだったので勉強になりました。

・過去に経験された様々な業務のお話が聞けて、公務員の仕事の具体的なイメージが沸いたから

・実際に経験してきたことを聞くことが出来たから

・総合的には満足なのだが、もう少し時間が欲しかったから

・すごく濃いお話を聴けたり、チャットの質問に答えていただけた点は満足なのですが、直接やり取りすることができ
なかったのが少し心残りです。

・オンラインの方が移動の面で楽であり、十分に交流できたと感じたから

・会場の場所によっては辿り着くまでに時間がかかったりして時間が確保しづらいため

・その企業や自治体の話を聞ける他に、同じ就活生の方の話も聞けたためです。

66.7%

33.3%

満足度（熊取町との交流）

満足

概ね満足

66.7%

33.3%

今後希望する参加形式

オンライン

オンライン、実地

問わず



・ZOOMを使ったこのようなプログラムに参加するのが初めてで緊張していたのですが、とても充実した時間を過ごす
ことができて、参加してよかったと心から思っています。
行政については本当に無知の状態だったのですが、人と人を繋ぐ、とてもやりがいのある仕事だということが分かり
ました。また、違う大学の学生さんと交流できたのも嬉しかったです。もっと色んな話を聴いてみたいと思ったくらいで
す…！機会があれば、今後も参加してみたいと思いました。
本日は本当にありがとうございました！

・参加させて頂いて、実際に就活を始めた就活生や1回生からの参加者までいてその人達の意見を聞くのも楽しかっ
たし、実際の勤めての話や産休育休、異動などの知りたかった、より知りたかった部分も聞けてよかったです。

・2時間がとても早く感じました。

・すごくタメになるお話で参加してよかったです。今後も興味のある業界のプログラムには参加したいです。

10.その他、プログラム全体についての感想や意見など

・音楽業界、教育、図書館司書

9.今後、テーマとして取り上げてほしい業界や職種

・事務と営業

・IT業界

・次回の旅行業にも参加してみたいという気持ちになりました。


